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は
じ
め
に

書
陵
部
蔵
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
奥
書
に
文
暦
元
（
一
二
三
四
）
年
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
記
載
、「
十
一
月
上
旬
頻
有
召
。
九
日
参
上
。
撰
進
古
歌
等
、

殊
預
御
感
言
。
猶
時
輩
歌
有
承
旨
等
。」が
あ
る
。
時
輩
歌
を
主
に
三
上
皇
、

承
久
の
乱
関
係
者
と
先
行
研
究
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、『
百
錬
抄
』

同
年
十
一
月
九
日
の
記
載
に
「
中
納
言
入
道
〈
定
家
卿
〉。
於
前
関
白
家

披
覧
新
勅
撰
。〈
先
院
御
時
被
奏
覧
〉。
両
殿
下
監
臨
有
用
捨
事
。
被
切
弃

百
首
云
云
。
又
有
被
入
之
人
云
々
。」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
次
の
よ
う
に

考
察
さ
れ
て
い
る
。

山
下
三
十
鈴
氏
は
、『
新
勅
撰
和
歌
集
』
一
八
～
二
一
ま
で
の
曾
根
好

忠
の
歌
四
首
と
三
〇
、三
一
の
二
首
連
続
し
た
実
朝
の
歌
、
前
者
が
「
青

柳
」、
後
者
が
「
梅
花
」
と
主
題
を
分
か
つ
位
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

曾
根
好
忠
の
四
首
、
実
朝
の
二
首
の
入
集
歌
を
取
り
上
げ
、
切
り
入
れ
ら

れ
た
歌
人
と
さ
れ
て
い（

1
（

る
。

　

ま
た
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
は
『
明
月
記
』〈
文
暦
二
年
一
月
七
日
、
二
月

五
日
〉
の
記
事
か
ら
、「
大
僧
都
経
円
（
一
一
九
一
歌
）
や
京
極
北
政
所

従
一
位
麗
子
の
歌
（
一
一
九
八
歌
）
が
切
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
」

「『
新
勅
撰
集
』の
あ
と
の『
続
後
撰
集
』（
為
家
撰
。
建
長
三
年〈
一
二
五
一
〉

奏
覧
に
選
入
さ
れ
、
し
か
も
『
新
勅
撰
集
』
に
は
見
出
せ
な
い
承
久
の
乱

の
公
家
方
歌
人
の
詠
を
求
め
る
と
、
後
鳥
羽
院
二
九
首
、
土
御
門
院
二
六

首
、
順
徳
院
一
七
首
、
雅
成
親
王
（
六
条
宮
）
九
首
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
四
歌
人
で
計
八
一
首
で
、
こ
れ
ら
の
歌
の
多
く
は
『
新
勅
撰
集
』

未
定
稿
本
に
収
め
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
（
為
家
は
父
定
家
が
や
む

な
く
省
い
た
歌
が
空
し
く
埋
も
れ
る
の
を
惜
し
み
、
父
の
志
を
生
か
す
べ

く
、『
続
後
撰
集
』
に
そ
の
多
く
を
選
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
）。」
と
述
べ

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
み
え
る
後
鳥
羽
院
た
ち
の
幻
影

 

瀧
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朋
　
世
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ら
れ
て
い（

2
（

る
。

一

　

ま
た
、
佐
藤
恒
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い（

3
（

る
。

「『
新
勅
撰
集
』
の
撰
集
作
業
最
後
の
段
階
で
、
文
暦
元
年
十
一
月
九
日
、

三
上
皇
の
詠
な
ど
お
よ
そ
百
首
を
切
り
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
の
性

格
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
幕
府
と
の
関
係
悪
化

を
懸
念
し
た
道
家
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
定
家

の
苦
衷
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
、
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
百
余
首
を
切
り
出
し
た
ま
ま
で
集
が

治
定
し
た
の
で
は
な
く
、
以
後
若
干
の
歌
が
切
り
入
れ
ら
れ
た
痕
跡
も

あ
る
。
…
…
天
福
二
年
六
月
三
日
段
階
の
本
が
一
四
九
八
首
、
本
巻
に

影
印
さ
れ
る
最
終
的
精
撰
本
が
一
三
七
四
首
と
い
う
歌
数
の
計
算
か
ら

す
る
と
、
こ
の
種
切
入
れ
は
せ
い
ぜ
い
二
十
首
前
後
で
あ
っ
た
か
と
推

定
さ
れ
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
巻
八
「
羇
旅
歌
」
の
三
首
も
、
あ
る
い

は
三
院
の
歌
を
削
除
し
た
代
替
と
し
て
の
意
図
を
こ
め
て
切
り
入
れ
ら

れ
た
歌
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
さ
れ
、『
新
勅
撰
集
』（『
新
勅
撰

和
歌
集
』
を
『
新
勅
撰
集
』
と
略
称
す
る
。
他
の
勅
撰
集
な
ど
も
同
様
）

四
九
四
、四
九
五
、五
一
三
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
宰
帥
に
侍
り
け
る
時
、
府
官
ら
ひ
き
ゐ
て
、
香
椎
浦
に
あ
そ
び

侍
り
け
る
に
よ
め
る 

大
納
言
旅
人

　

 

い
ざ
や
こ
ら
か
し
ひ
の
か
た
に
白
妙
の
そ
で
さ
へ
ぬ
れ
て
あ
さ
な
つ
み

て
む

　
　
　

 

越
中
守
に
侍
り
け
る
時
、
く
に
の
つ
か
さ
布
勢
の
み
づ
う
み
に
あ

そ
び
侍
り
け
る
時
よ
め
る 

中
納
言
家
持

　

 

ふ
せ
の
う
み
の
お
き
つ
し
ら
な
み
あ
り
が
よ
ひ
い
や
と
し
の
は
に
見
つ

つ
し
の
ば
む

　
　
　

 

土
左
の
く
に
に
年
へ
侍
り
け
る
時
、
う
た
あ
ま
た
よ
み
侍
り
け
る

に 

藤
原
兼
高

　

暁
ぞ
猶
う
き
物
と
し
ら
れ
に
し
み
や
こ
を
い
で
し
あ
り
あ
け
の
そ
ら

　

四
九
四
、四
九
五
は
任
地
に
お
け
る
歌
の
た
め
「
雑
歌
に
入
れ
る
方
が

ふ
さ
わ
し
い
と
も
思
え
る
こ
の
二
首
を
、
羇
旅
歌
と
し
て
、
し
か
も
巻
頭

に
配
し
た
こ
と
の
裡
に
、
定
家
の
あ
る
意
図
な
い
し
は
意
識
の
あ
り
よ
う

を
読
み
取
り
た
い
。」
と
さ
れ
、
大
納
言
旅
人
に
隠
岐
の
院
（
後
鳥
羽
院
）

を
、
中
納
言
家
持
に
佐
渡
の
院
（
順
徳
院
）
を
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
五
一
三
は
、「
土
佐
国
」
と
い
う
詞
書
と
歌
の
内
容
と
に

よ
っ
て
「
土
御
門
院
と
そ
の
望
郷
の
念
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
確
証
に
乏
し
い
憶
測
で
は
あ
る
が
、
私
は
右
に
述
べ
て
き
た

よ
う
な
暗
号
を
無
意
味
な
も
の
と
は
考
え
な
い
。
定
家
は
こ
の
よ
う
な
歌
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を
、
切
り
出
し
た
三
上
皇
の
歌
に
代
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
院
へ
の

慰
撫
の
心
を
そ
れ
と
な
く
表
明
し
、
い
さ
さ
か
な
り
と
良
心
の
い
た
み
を

柔
ら
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
百
余
首
の
切
出
し
に
対
す
る

不
満
が
『
百
人
一
首
』
の
撰
歌
を
支
配
し
た
基
底
的
心
情
で
あ
っ
た
（
樋

口
氏
）
と
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
意
識
に
発
す
る
こ
の
程
度
の
集
の
手
な

お
し
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
と
の
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

『
越
部
禅
尼
消
息
』
で
は
、
勅
撰
集
の
評
価
が
続
く
中
、『
新
勅
撰
集
』

に
つ
い
て
は
後
鳥
羽
院
た
ち
の
和
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
次
の
『
続
後
撰
集
』
で
三
上
皇
た
ち
が
採
ら

れ
た
こ
と
を
「
復
権
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
一
首

も
み
え
な
い
こ
と
が
よ
り
一
層
、
後
鳥
羽
院
た
ち
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
検
証
を
す
す
め
、
三
上

皇
の
和
歌
を
天
福
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
か
ら
除
棄
し
、
為
家
が
『
続
後

撰
集
』
に
そ
の
ま
ま
入
れ
た
と
推
測
し
た（

4
（

。
そ
れ
が
ど
の
和
歌
で
あ
る
か

を
定
家
が
、
文
暦
二
年
『
新
勅
撰
集
』
現
存
精
撰
本
に
除
棄
歌
を
匂
わ
せ

る
和
歌
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
歌
の
内
容
、
配
列
ほ
か
か
ら
検
証
を
す
す

め
た
。
本
論
文
で
は
、
引
き
続
き
考
察
し
た
い
。

二
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
六
月
十
三
日
に
、
定
家
は
、
後
堀
河
天
皇
か

ら
撰
進
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
一
〇
月
二
日
に
仮
名
序
代
と
二
十
巻
部
の
目

録
を
一
紙
に
記
し
て
奏
覧
し
て
い
る
。
天
福
二（
文
暦
元
）年（
一
二
三
四
）

「
五
月
『
新
勅
撰
集
』
の
草
稿
本
を
一
見
し
た
い
か
ら
進
入
せ
よ
」
と
後

堀
河
院
よ
り
仰
せ
が
あ
り
、
天
福
二
年
六
月
三
日
庚
午
に
、
後
堀
河
院
の

要
請
で
急
遽
、
定
家
が
、
自
写
し
て
計
一
四
九
八
首
の
集
を
進
覧
し
た
。

同
年
八
月
六
日
に
、
後
堀
河
院
が
崩
御
さ
れ
、
定
家
は
落
胆
の
あ
ま
り
、

翌
日
七
日
、草
稿
本
の
原
本
を
自
宅
の
庭
で
焼
棄
す
る
。十
月
下
旬
に
な
っ

て
、
後
堀
河
院
の
手
も
と
に
残
っ
て
い
た
定
家
書
写
の
草
稿
本
を
、
大
殿
、

す
な
わ
ち
前
関
白
藤
原
道
家
が
探
し
出
し
た
。
十
一
月
九
日
、
道
家
か
ら

草
稿
本
中
の
古
歌
に
つ
い
て
は
、
お
ほ
め
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に

当
代
歌
人
の
詠
に
関
し
て
「
承
る
旨
な
ど
」
が
あ
っ
た
。
十
一
月
十
日
、

草
稿
本
を
賜
り
、
百
余
首
を
除
棄
し
て
進
上
し
、
清
書
は
道
家
か
ら
世
尊

寺
行
能
に
十
五
日
に
依
頼
さ
れ
た
。『
百
錬
抄
』
で
は
、
百
首
切
り
捨
て
、

ま
た
切
り
入
れ
ら
れ
た
歌
も
あ
り
と
あ
る
。
文
暦
二
年
三
月
一
二
日
に
清

書
の
『
新
勅
撰
集
』
精
選
本
、
現
存
本
の
一
三
七
四
首
を
有
す
る
集
が
、

道
家
の
も
と
に
進
上
さ
れ
た
こ
と
を
定
家
は
、
為
家
か
ら
伝
え
聞
い
た
と

あ
る
。
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天
福
二
年
の
一
四
九
八
首
の
集
を
定
家
が
撰
集
し
て
い
る
間
に
も
、
天

福
二
年
一
一
月
十
日
か
ら
撰
者
用
の
書
写
、
一
四
九
八
首
か
ら
和
歌
の
除

棄
、
切
り
入
れ
が
な
さ
れ
た
、
定
家
の
い
う
と
こ
ろ
の
見
苦
し
い
本
を
為

家
は
見
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
間
近
で
事
情
を
知
っ
て
い
た
為
家
は
、
い

つ
か
、
自
身
が
勅
撰
集
撰
者
に
な
っ
た
際
に
は
、
定
家
が
採
り
た
か
っ
た

和
歌
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

以
下
、『
新
勅
撰
集
』
を
天
福
二
年
の
一
四
九
八
首
の
集
と
、
文
暦
二

年
の
現
行
本
、一
三
七
四
首
を
有
す
る
集
を
区
別
し
て
論
じ
て
い
く
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
、
天
福
二
年
本
と
、
文
暦
二
年
本
と
称
す
る
。

　

ま
ず
、
承
久
の
乱
関
係
者
で
『
新
勅
撰
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
和
歌
に

つ
い
て
考
え
る
。

三文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
は
一
三
七
四
首
、『
続
後
撰
集
』

一
三
七
一
首
と
ほ
ぼ
同
じ
の
歌
数
と
考
え
比
較
す
る
。
承
久
の
乱
関
係
者

で
は
あ
る
が
『
新
勅
撰
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
歌
人
の
う
ち
、
光
俊
、
忠

信
、
如
願
に
つ
い
て
、
三
人
の
入
集
歌
数
を
『
新
勅
撰
集
』
→
『
続
後
撰

集
』
で
あ
げ
て
み
る
と
、
光
俊
（
四
首
→
一
〇
首
）、
藤
原
忠
信
（
五
首

→
二
首
）、
如
願
（
九
首
→
五
首
）
と
な
る
。
光
俊
以
外
は
『
新
勅
撰
集
』

の
方
が
入
集
歌
が
多
い
。
ま
た
、
承
久
の
乱
の
と
き
に
は
出
家
は
し
て
い

た
が
、
後
鳥
羽
院
の
皇
子
で
あ
る
、
道
助
法
親
王
は
後
鳥
羽
院
の
勝
利
を

祈
祷
し
た
か
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、（
一
一
首
→
九
首
）
入
集
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
代
替
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
考
察
す
る
。

『
続
後
撰
集
』
入
集
歌
の
内
、『
新
勅
撰
集
』
成
立
以
前
に
詠
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
三
上
皇
ら
の
和
歌
は
少
な
く
と
も　

四
十
四
首
あ
る
。
以

下
、
天
福
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
か
ら
除
棄
さ
れ
た
歌
を
『
続
後
撰
集
』

入
集
歌
か
ら
想
定
し
（
除
棄
歌
）、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
の
配
列

な
ど
か
ら
、
代
わ
り
に
採
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
作
（
代
替
歌
）
を
推
測

し
て
検
討
す
る
。
除
棄
歌
は
除
棄
歌
と
し
て
太
字
表
記
、
代
わ
り
に
入

れ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
和
歌
は
代
替
歌
と
し
て
太
字
表
記
し
て
示
す
。

ⓐ

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

春
宮
権
大
夫
良
実

た
ち
ば
な
の
し
た
ふ
く
風
や
に
ほ
ふ
ら
む
む
か
し
な
が
ら
の
さ
み
だ
れ

の
そ
ら 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
三
・
夏
歌
・
一
七
〇
）

代
替
歌

『
新
勅
撰
集
』
巻
三
・
夏
歌
・
一
七
一

関
白
左
大
臣
家
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に　
　

�

藤
原
光
俊
朝
臣

�

五
月
雨
の
そ
ら
に
も
月
は
ゆ
く
も
の
を
ひ
か
り
見
ね
ば
や
し
る
人
の
な
き

建
保
二
年
内
裏
百
番
歌
合
に　
　
　
　
　

 

参
議
雅
経
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み
つ
し
ほ
の
か
ら
か
の
し
ま
に
玉
藻
か
る
あ
ま
ま
も
見
え
ぬ
五
月
雨
の

こ
ろ 

（『
続
後
撰
集
』
巻
四
・
夏
歌
・
二
一
二
）

除
棄
歌

『
続
後
撰
集
』
巻
四
・
夏
歌
・
二
一
三

建
保
二
年
内
裏
百
番
歌
合
に　
　
　
　
　

�

順
徳
院
御
製

�

さ
み
だ
れ
の
雲
の
は
れ
ま
を
ま
ち
え
て
も
月
見
る
ほ
ど
の
夜
半
ぞ
す
く

な
き

ⓐ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
二
一
三
、
建
保
四
年
内
裏
百
番
歌
合
で
出

詠
し
た
和
歌
で
、
主
題
は
「
五
月
雨
」
で
、
抜
か
れ
た
あ
と
に
、
文
暦
二

年
本
『
新
勅
撰
集
』
一
七
一
歌
を
定
家
が
入
れ
た
と
推
測
す
る
。『
新
勅

撰
集
』
一
七
一
の
出
典
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』（
上
・
四
七
六
）
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

五
月
雨
五
首　
　
　
　
　
　
　

 
光
俊
朝
臣

さ
み
だ
れ
の
空
に
も
月
は
行
く
も
の
を
光
み
ね
ば
や
し
る
人
の
な
き

『
続
後
撰
集
』
二
一
三
の
出
典
、
建
保
四
年
内
裏
百
番
歌
合
で
は
、
次

の
よ
う
に
み
え
る
。

二
十
一
番　

夏　

左
勝　
　
　

 

御
製

 

五
月
雨
の
雲
の
晴
ま
を
待
ち
え
て
も
月
み
る
程
の
夜
は
ぞ
す
く
な
き

右　
　
　

 

　
　
　

定
家

 

ほ
と
と
ぎ
す
た
が
し
の
の
め
を
ね
に
た
て
て
山
の
し
づ
く
に
は
ね
し
ほ

る
ら
ん

左
景
気
見
様
也
と
満
座
申
之
為
勝

『
新
勅
撰
集
』
一
七
一
は
、
同
じ
主
題
で
、
二
つ
の
和
歌
は
、
歌
の
内
容

が
似
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
。『
新
勅
撰
集
』

一
七
一
の
詠
者
、
光
俊
の
父
光
親
は
、
乱
の
首
謀
者
と
し
て
斬
ら
れ
、
光

俊
自
身
も
承
久
の
乱
以
後
、（
承
久
三
年
七
月
）
筑
紫
に
流
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
母
は
順
徳
院
の
乳
母
で
あ
り
、
光
俊
と
順
徳
院
と
は
兄
弟
同
然
と

も
考
え
ら
れ
る
。光
俊
の
父
、光
俊
の
母
は
順
徳
院
と
関
わ
り
が
深
く
、『
続

後
撰
集
』
二
一
三
の
和
歌
を
除
棄
し
た
後
に
、文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』

一
七
一
を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

配
列
で
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
前
、（『
新
勅
撰
集
』
一
七
〇
と
『
続
後
撰
集
』

二
一
二
）に
お
い
て
は
、ど
ち
ら
も
万
葉
歌
を
本
歌
と
し
た
作
で
あ
り
、『
新

勅
撰
集
』
一
七
〇
は
、『
万
葉
集
』
巻
二
十
・
四
三
七
一
歌
・
助
丁
占
部
広

方
の

 

多タ

知チ

波ハ

奈ナ

乃ノ　

之シ

多タ

布フ

久ク

可カ

是セ

乃ノ　

可カ

具ク

波ハ

志シ

伎キ　

都ツ

久ク

波ハ

能ノ

夜ヤ

麻マ

乎ヲ　

古コ

比ヒ

須ス

安ア

良ラ

米メ

可カ

毛モ　

『
続
後
撰
集
』
二
一
二
は
、『
万
葉
集
』
巻
六
・
雑
歌
・
九
四
三
歌
・
山
部

赤
人
の

　

 

玉タ
マ

藻モ

苅カ
ル　

辛カ
ラ

荷ニ

乃ノ

嶋シ
マ

尓ニ　

嶋ア
サ

廻リ

為ス

流ル　

水ウ

烏
二ニ

四シ

毛モ

有ア
レ

哉ヤ　

家イ
ヘ

不オ
モ

念ハ
サ

有ラ

六ム
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か
ら
そ
れ
ぞ
れ
本
歌
取
り
し
て
い
る
。
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
詠
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、『
続
後
撰
集
』
二
一
二
の
詠
者
、
雅
経
の
父
（
刑
部
卿
頼
経
）

は
源
義
経
と
事
を
謀
っ
た
罪
科
を
問
わ
れ
て
伊
豆
に
配
流
さ
れ
て
い
る
。

承
久
の
乱
関
係
者
で
は
な
い
が
、
配
流
さ
れ
た
父
を
持
つ
雅
経
の
和
歌
の

配
列
に
為
家
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
定
家
が
天

福
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
か
ら
除
棄
し
た
和
歌
を
為
家
が
『
続
後
撰
集
』

に
そ
の
ま
ま
採
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

ⓑ代
替
歌

『
新
勅
撰
集
』
巻
五
・
秋
歌
下
・
三
二
〇

　
　
　

秋
歌
よ
み
侍
り
け
る
に　
　
　
　
　
　

�

如
願
法
師

�

月
に
な
く
か
り
の
は
か
ぜ
の
さ
ゆ
る
夜
に
し
も
を
か
さ
ね
て
う
つ
衣
か

な
除
棄
歌

『
続
後
撰
集
』
巻
七
・
秋
歌
下
・
三
九
三

名
所
歌
め
し
け
る
つ
い
で
に　
　
　
　
　

�

後
鳥
羽
院
御
製

雲
井
と
ぶ
か
り
の
は
か
ぜ
に
月
さ
え
て
と
ば
田
の
さ
と
に
衣
う
つ
な
り

ⓑ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
三
九
三
で
、
抜
か
れ
た
後
に
文
暦
二
年

本
『
新
勅
撰
集
』
三
二
〇
を
定
家
が
入
れ
た
と
推
測
す
る
。『
新
勅
撰
集
』

三
二
〇
の
出
典
は
『
如
願
法
師
集
』
四
七
八
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

五
人
に
廿
首
め
し
て
百
首
に
か
き
な
さ
れ
し
と
き
の
秋
歌

 

月
に
な
く
か
り
の
は
か
ぜ
の
さ
ゆ
る
よ
に
し
も
を
か
さ
ね
て
う
つ
こ
ろ

も
か
な

建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
後
鳥
羽
院
が
、

定
家
、
秀
能
（
如
願
）
ら
に
各
二
〇
首
詠
進
さ
せ
、
自
ら
も
二
〇
首
詠
ん

で
計
一
〇
〇
首
と
し
た
も
の
の
中
の
一
首
で
あ
る
。

一
方
、『
続
後
撰
集
』
三
九
三
の
出
典
は
、『
最
勝
四
天
王
院
和
歌
』

二
四
一
（
鳥
羽
・
山
城
）
で
承
元
元
年
、
後
鳥
羽
院
主
催
、
名
所
障
子

絵
四
六
箇
所
に
添
え
る
た
め
に
詠
ま
れ
た
う
ち
の
後
鳥
羽
院
の
詠
歌

で
、
後
鳥
羽
院
が
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
頃
の
和
歌
で
あ
る
。『
続
後
撰
集
』

三
九
三
、『
新
勅
撰
集
』
三
二
〇
と
も
に
類
し
た
漢
詩
と
し
て
『
和
漢
朗

詠
集
』
三
四
六
・
擣
衣
・
作
者
不
明
の
「
北
斗
星
前
横
旅
雁　

南
楼
月
下

擣
寒
衣
」
が
ま
た
、『
新
勅
撰
集
』
三
二
〇
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
三
三
の

「
月
帯
新
霜
色　

碪
和
遠
雁
声
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
続
後
撰
集
』
三
九
三

と
『
新
勅
撰
集
』
三
二
〇
は
、「
こ
ろ
も
う
つ
」
以
外
に
「
雁
の
羽
風
」

も
詠
ま
れ
、
和
歌
の
意
味
、
内
容
も
似
て
い
る
。
ま
た
、『
新
勅
撰
集
』

三
二
〇
の
出
典
の
『
如
願
法
師
集
』
四
七
八
は
後
鳥
羽
院
が
詠
進
さ
せ
た

和
歌
で
、
如
願
法
師
は
、
承
久
の
乱
で
兵
士
と
し
て
活
躍
し
、
配
流
は
免

れ
た
が
、
後
鳥
羽
院
の
側
近
の
一
人
で
あ
っ
た
。「
擣
衣
」
で
詠
ま
れ
て
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い
る
こ
と
に
も
如
願
が
院
を
思
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
定
家
は
『
続
後

撰
集
』
三
九
三
を
天
福
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
か
ら
除
棄
し
、『
新
勅
撰
集
』

三
二
〇
を
採
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ⓒ代
替
歌

『
新
勅
撰
集
』
巻
五
・
秋
歌
下
・
三
二
一

秋
歌
よ
み
侍
け
る
に　
　
　
　
　
　
　

�

真
昭
法
師

あ
ら
し
ふ
く
と
ほ
山
が
つ
の
あ
さ
衣
こ
ろ
も
夜
さ
む
の
月
に
う
つ
な
り

除
棄
歌

『
続
後
撰
集
』
巻
七
・
秋
歌
下
・
三
九
五

擣
衣
の
心
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

順
徳
院
御
製

�

を
ぐ
ら
山
す
そ
の
の
さ
と
の
ゆ
ふ
ぎ
り
に
や
ど
こ
そ
見
え
ね
衣
う
つ
な

りⓒ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
三
九
五
、
抜
か
れ
た
後
に
入
れ
た
和
歌

は
文
暦
二
年
本『
新
勅
撰
集
』三
二
一
と
推
測
す
る
。共
に
主
題
は「
擣
衣
」、

文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
三
二
一
の
他
出
は
な
く
、
類
歌
と
し
て
指
摘

さ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な『
新
古
今
集
』秋
下
・
四
七
九
や
、『
紫
禁
和
歌
集
』

五
七
六
が
あ
る
。

和
歌
所
歌
合
に
、
月
の
も
と
に
衣
う
つ
と
い
ふ
こ
と
を

 

　
　

摂
政
太
政
大
臣

さ
と
は
あ
れ
て
月
や
あ
ら
ぬ
と
恨
み
て
も
誰
あ
さ
ぢ
ふ
に
衣
う
つ
ら
む

（『
新
古
今
集
』
秋
下
・
四
七
八
）

 

宮
内
卿

　

ま
ど
ろ
ま
で
な
が
め
よ
と
て
の
す
さ
び
か
な
あ
さ
の
さ
衣
月
に
う
つ
声

 

（『
新
古
今
集
』
秋
下
・
四
七
九
）

　
　
　

同
比
（
建
保
三
年
八
月
頃
）
当
座
、
擣
衣

　

時
し
も
あ
れ
た
が
里
人
の
か
ら
衣
こ
ろ
も
夜
寒
の
月
に
う
つ
ら
ん

 

（『
紫
禁
和
歌
集
』
五
七
六
）

『
続
後
撰
集
』
三
九
五
の
出
典
は
『
紫
禁
和
歌
集
』
一
〇
九
〇
で
あ
る
。

　
　
　

同
（
建
保
六
年
九
月
）
廿
五
日
、
当
座
詩
歌
合
、
秋
歌

　

を
ぐ
ら
山
す
そ
野
の
里
の
夕
煙
宿
こ
そ
み
え
ね
衣
う
つ
な
り

 

（『
紫
禁
和
歌
集
』
一
〇
九
〇
）

　

文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
三
二
一
は
類
歌
と
し
て
宮
内
卿
や
順
徳
院

の
影
響
が
大
き
い
。

　

ま
た
、『
新
勅
撰
集
』
三
二
一
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
、
荒
れ
果
て
た

故
郷
と
は
、『
続
後
撰
集
』
三
九
五
の
一
つ
前
の
和
歌
、
三
九
四
と
共
通

し
て
い
る
。

　
　
　

擣
衣
の
心
を　
　
　
　
　
　
　
　

 

土
御
門
院
御
製

あ
さ
ぢ
は
ら
は
ら
は
ぬ
し
も
の
ふ
る
さ
と
に
た
れ
わ
が
た
め
と
衣
う
つ

ら
ん 

（『
続
後
撰
集
』
巻
七
・
秋
歌
下
・
三
九
四
）
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『
新
勅
撰
集
』
三
二
一
の
詠
者
、
真
昭
法
師
（
北
条
資
時
）
は
承
久
二

（
一
二
二
〇
）
年
に
出
家
し
て
い
る
が
、
出
家
後
も
鎌
倉
幕
府
の
要
人
と

し
て
、
長
く
評
定
衆
を
勤
め
、
承
久
の
乱
以
前
か
ら
藤
原
秀
能
、
定
家
と

親
交
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
為
家
は
『
続
後

撰
集
』
三
九
五
を
除
棄
し
、
隣
に
三
九
四
（
い
つ
の
詠
か
不
明
）
を
配
置

し
た
と
推
測
で
き
る
。
定
家
は
『
続
後
撰
集
』
三
九
五
の
和
歌
を
除
棄
し

た
後
に
文
暦
二
年
本
、『
新
勅
撰
集
』
三
二
一
を
入
れ
た
と
推
測
す
る
。

ⓓ
　
　
　
　
（
題
し
ら
ず
）　　
　
　
　
　
　
　

 

正
三
位
家
隆

　

心
か
ら
わ
が
身
こ
す
浪
う
き
し
づ
み
う
ら
み
て
ぞ
ふ
る
や
へ
の
し
ほ
風

 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
三
・
恋
歌
三
・
八
五
一
）

代
替
歌

『
新
勅
撰
集
』
巻
十
三
・
恋
歌
三
・
八
五
二

　
　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

平
忠
度
朝
臣

た
の
め
つ
つ
こ
ぬ
夜
つ
も
り
の
う
ら
み
て
も
ま
つ
よ
り
ほ
か
の
な
ぐ
さ

め
ぞ
な
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

源
家
長
朝
臣

こ
ぎ
か
へ
る
袖
の
み
な
と
の
あ
ま
を
ぶ
ね
さ
と
の
し
る
べ
を
た
れ
か
を

し
へ
し 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
三
・
恋
歌
三
・
八
五
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

真
昭
法
師

い
は
み
が
た
浪
ぢ
へ
だ
て
て
ゆ
く
ふ
ね
の
よ
そ
に
こ
が
る
る
あ
ま
の
も

し
ほ
火 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
三
・
恋
歌
三
・
八
五
四
）

除
棄
歌

『
続
後
撰
集
』
巻
十
一
・
恋
歌
一
・
六
六
一

　
　
　

百
首
歌
め
し
け
る
つ
い
で
に　
　
　
　

�

後
鳥
羽
院
御
製

お
も
ひ
の
み
つ
も
り
の
あ
ま
の
う
け
の
を
の
た
え
ね
ば
と
て
も
く
る
よ

し
も
な
し

　

ⓓ
の
除
棄
歌
は『
続
後
撰
集
』六
六
一
、抜
か
れ
た
後
に
文
暦
二
年
本『
新

勅
撰
集
』
八
五
二
を
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
続
後
撰
集
』
六
六
一
の

主
題
は
「
忍
恋
」、
出
典
で
あ
る
『
建
保
四
年
二
月
御
百
首
』
は
散
佚
し

て
お
り
、『
後
鳥
羽
院
御
集
』
で
は
「
建
保
四
年
二
月
御
百
首
」
五
七
八

に
み
え
る
。

　

ま
た
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
八
五
二
の
主
題
は
「
海
（
水
）
辺

に
寄
す
る
恋
」
で
、出
典
は
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』（
十
四
番
・
寄
松
恋
）

で
あ
る
。

『
続
後
撰
集
』
六
六
一
（
恋
し
い
思
い
ば
か
り
が
積
も
る
津
守
の
浦
の

海
女
た
ち
の
浮
け
の
緒
が
絶
え
な
い
よ
う
に
仲
は
絶
え
な
い
、
と
は
言
っ

て
も
逢
い
に
来
る
手
立
て
も
な
い
）
と
『
新
勅
撰
集
』
八
五
二
（
幾
度
も

あ
て
に
さ
せ
て
は
来
な
い
夜
が
積
も
り
、
恨
ん
で
も
待
つ
よ
り
ほ
か
の
慰

め
が
な
い
こ
と
よ
）
は
、
歌
枕
の
「
津
守
の
う
ら
」
が
共
通
で
あ
る
。
た

だ
『
新
勅
撰
集
』
八
五
二
は
「
来
ぬ
夜
積
も
り
」
の
「
津
守
」
と
「
積
も
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り
」
が
掛
け
ら
れ
、「
浦
」
と
「
恨
み
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。『
続
後
撰

集
』
六
六
一
は
「
津
守
」
と
「
積
も
り
」
は
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
恨

み
」
の
意
は
な
い
。
待
つ
よ
り
他
が
な
い
所
な
ど
和
歌
の
内
容
も
似
て
い

る
。
ま
た
、『
新
勅
撰
集
』
八
五
二
の
詠
者
、
忠
度
は
俊
成
に
和
歌
を
学

び
、
都
落
ち
す
る
時
に
俊
成
に
歌
の
巻
物
を
預
け
、
勅
撰
集
を
編
む
こ
と

が
あ
れ
ば
自
身
の
和
歌
を
入
集
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
説
話
が
有
名
で

あ
る
（『
平
家
物
語
』
な
ど
）。
都
を
後
に
し
、
忠
度
は
戦
死
す
る
が
、
都

を
追
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
『
続
後
撰
集
』
六
六
一
の
詠
者
、
後
鳥
羽
院
と
共

通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
定
家
が
『
続
後
撰
集
』
六
六
一
を
除

棄
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
八
五
二
を
入
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
作
者
時
代
順
の
配
列（

1
（

か
ら
い
う
と
、
家
隆
歌
の

次
に
後
鳥
羽
院
詠
が
あ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

ⓔ

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鎌
倉
右
大
臣

 

も
の
の
ふ
の
や
そ
う
ぢ
河
を
ゆ
く
水
の
な
が
れ
て
は
や
き
と
し
の
く
れ

か
な 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
歳
暮
・
四
三
七
）

 

五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
年
の
く
れ
を
を
し
む
と
い
へ
る

心
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

入
道
二
品
親
王
道
助

 

と
ど
め
ば
や
な
が
れ
て
は
や
き
年
波
の
よ
ど
ま
ぬ
水
は
し
が
ら
み
も
な

し 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
歳
暮
・
四
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
三
位
家
隆

　

 

つ
ら
か
り
し
袖
の
わ
か
れ
の
そ
れ
な
ら
で
を
し
む
を
い
そ
ぐ
年
の
く
れ

か
な 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
歳
暮
・
四
三
九
）

代
替
歌

『
新
勅
撰
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
歳
暮
・
四
四
〇

　
　
　

 

五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
年
の
く
れ
を
を
し
む
と
い
へ
る

心
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

如
願
法
師

　

�

あ
す
か
河
か
は
る
ふ
ち
せ
も
あ
る
も
の
を
せ
く
方
し
ら
ぬ
と
し
の
く
れ

か
な

除
棄
歌

『
続
後
撰
集
』
巻
十
六
・
雑
歌
上
・
川
・
一
〇
一
八

　
　
　

人
人
に
百
首
歌
め
し
け
る
つ
い
で
に　
　

�

順
徳
院
御
製

　

�

あ
す
か
が
は
な
な
せ
の
よ
ど
に
ふ
く
か
ぜ
の
い
た
づ
ら
に
の
み
ゆ
く
月

日
か
な

　

ⓔ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
一
〇
一
八
で
、
抜
か
れ
た
後
に
文
暦
二

年
本『
新
勅
撰
集
』四
四
〇
を
定
家
が
入
れ
た
と
推
測
す
る
。『
続
後
撰
集
』

一
〇
一
八
の
出
典
は
『
建
保
名
所
百
首
』
一
〇
二
一
で
、
次
の
よ
う
に
み

え
る
。

　
　
　

飛
鳥
河
大
和
国

明
日
香
河
七
瀬
の
よ
ど
に
吹
く
風
の
い
た
づ
ら
に
の
み
行
く
月
日
か
な
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ま
た
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
四
四
〇
の
出
典
は
『
道
助
法
親
王

家
五
十
首
』
八
三
五
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

惜
歳
暮

　

 

あ
す
か
が
は
か
は
る
淵
せ
も
あ
る
も
の
を
せ
く
か
た
し
ら
ぬ
と
し
の
く

れ
か
な

　
『
続
後
撰
集
』
一
〇
一
八
で
は
、
雑
歌
上
に
入
っ
て
い
る
が
、
も
と

は
歳
暮
の
歌
と
し
て
採
ら
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。『
続
後
撰
集
』

一
〇
一
八
の
主
題
は
「
川
」
で
、
月
日
が
飛
鳥
川
の
上
を
吹
く
風
の
よ
う

に
空
し
く
過
ぎ
て
い
く
、
と
『
新
勅
撰
集
』
四
四
〇
で
は
、
冬
歌
（
歳

暮
）、
部
立
、
主
題
は
違
っ
て
い
る
が
、「
あ
す
か
河
」
が
共
通
で
、『
新

勅
撰
集
』
四
四
〇
も
、
流
れ
の
早
い
飛
鳥
川
で
さ
え
流
れ
に
遅
速
が
あ
る

の
に
、
年
が
暮
れ
る
の
を
堰
き
止
め
る
手
段
が
わ
か
ら
な
い
と
、
和
歌
の

内
容
も
似
て
い
る（

5
（

。
順
徳
院
御
製
が
如
願
法
師
の
所
に
配
置
さ
れ
て
い
た

か
と
思
わ
れ
る
。『
新
勅
撰
集
』
四
三
七
か
ら
主
題
が
「
歳
暮
」
と
な
り
、

そ
の
四
三
七
か
ら
四
四
〇
は
、
実
朝
、
道
助
法
親
王
、
家
隆
、
如
願
法
師

と
乱
関
係
者
の
歌
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
列
に
定
家
の
こ
だ
わ

り
を
感
じ
る
。

ⓕ代
替
歌

建
保
三
年
五
月
歌
合
に
、
暁
時
雨
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
み
侍
り

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

権
大
納
言
忠
信

　

�

あ
か
つ
き
と
う
ら
み
し
ひ
と
は
か
れ
は
て
て
う
た
て
し
ぐ
る
る
あ
さ
ぢ

ふ
の
や
ど�

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
六
・
雑
歌
一
・
一
一
〇
〇
）

　
　
　

百
首
歌
よ
ま
せ
給
う
け
る
に
、
懐
旧
の
心
を　
　

土
御
門
院
御
製

　

 

秋
の
色
を
お
く
り
む
か
へ
て
雲
の
う
へ
に
な
れ
に
し
月
も
も
の
わ
す
れ

す
な 

（『
続
後
撰
集
』
巻
十
八
・
雑
歌
下
・
懐
旧
・
一
二
〇
三
）

　
　
　

題
し
ら
ず 

権
中
納
言
国
信

　

 

て
る
月
の
雲
井
の
か
げ
は
そ
れ
な
が
ら
あ
り
し
世
を
の
み
恋
ひ
わ
た
る

か
な 

（『
続
後
撰
集
』
巻
十
八
・
雑
歌
下
・
懐
旧
・
一
二
〇
四
）

除
棄
歌

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

順
徳
院
御
製

�

も
も
し
き
や
ふ
る
き
の
き
ば
の
し
の
ぶ
に
も
猶
あ
ま
り
あ
る
昔
な
り
け

り�

（『
続
後
撰
集
』
巻
十
八
・
雑
歌
下
・
懐
旧
・
一
二
〇
五
）

ⓕ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
一
二
〇
五
で
、
抜
か
れ
た
後
に
文
暦

二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
一
一
〇
〇
を
定
家
が
入
れ
た
と
推
測
す
る
。『
続

後
撰
集
』
一
二
〇
五
の
主
題
は
「
懐
旧
」
で
、
出
典
は
『
紫
禁
和
歌
集
』

八
〇
〇
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　

同
比
（
建
保
四
年
七
、八
月
の
こ
ろ
）、
二
百
首
和
歌

　

百
敷
や
ふ
る
き
軒
ば
の
し
の
ぶ
に
も
な
ほ
あ
ま
り
あ
る
昔
な
り
け
り

ま
た
、文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
一
一
〇
〇
の
主
題
は
「
雑
の
冬
」
で
、
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出
典
は
『
建
保
三
年　

院
四
十
五
歌
合
』
六
十
一
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
十
一
番　

左
勝　
　

 

左
衛
門
督
藤
原
朝
臣

 

あ
か
つ
き
と
恨
み
し
人
は
か
れ
は
て
て
う
た
て
し
ぐ
る
る
あ
さ
ぢ
ふ
の

宿

右　
　
　

 

右
近
中
将
藤
原
朝
臣

 

し
ば
し
の
こ
る
在
明
の
月
の
山
の
は
に
ま
だ
き
し
ぐ
れ
の
か
き
く
も
り

つ
つ

左
方
申
曰
、
右
歌
さ
せ
る
事
な
く
侍
り
、
右
方
申
曰
、
う
た
て
し

ぐ
る
る
あ
さ
ぢ
ふ
の
宿
、
尤
よ
ろ
し
、
仍
為
勝

　
『
新
勅
撰
集
』
一
一
〇
〇
は
（
暁
と
恨
ん
だ
人
は
す
っ
か
り
訪
れ
が
絶

え
て
し
ま
っ
て
、
困
っ
た
こ
と
に
ま
す
ま
す
し
ぐ
れ
る
浅
茅
生
の
家
で
あ

る
こ
と
よ
）
と
女
性
の
立
場
か
ら
詠
ん
だ
和
歌
で
、「
枯
れ
」
と
縁
を
持

た
せ
て
い
る
、
浅
茅
生
の
宿
に
露
深
く
涙
に
暮
れ
て
い
る
様
子
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
詠
ん
だ
忠
信
は
、叔
母
の
七
条
院
殖
子
は
後
鳥
羽
院
の
生
母
。

姉
妹
が
後
鳥
羽
・
順
徳
の
女
房
で
あ
っ
た
。
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
方
に
参

し
越
後
に
配
流
さ
れ
た
。

　
『
続
後
撰
集
』
一
二
〇
五
は
（
古
く
荒
れ
た
軒
端
に
は
忍
ぶ
草
が
生
え

て
い
る
が
、
そ
の
忍
ぶ
草
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
い
く
ら
忍
ん
で
も
忍
び

き
れ
な
い
昔
の
御
代
で
あ
る
こ
と
よ
。）
と
、「
古
く
荒
れ
た
家
」
と
「
浅

茅
生
の
宿
」、「
忍
ぶ
草
」
と
「
露
深
く
涙
」
が
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
定
家
が
『
続
後
撰
集
』
一
二
〇
五
を
天
福
二
年
本
か
ら
除
棄
し
、

そ
の
代
わ
り
に
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
一
一
〇
〇
を
入
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
順
徳
院
詠
「
も
も
し
き
や
」
は
『
新
勅
撰
集
』
一
一
五
三
、
西

行
詠
と
も
似
て
い
る
。

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　

 

平
泰
時

 

世
中
に
麻
は
あ
と
な
く
な
り
に
け
り
こ
こ
ろ
の
ま
ま
の
よ
も
ぎ
の
み
し

て
（
一
一
五
二
）

 

高
倉
院
御
時
、
つ
た
へ
そ
う
せ
さ
す
る
こ
と
侍
り
け
る
に
、
か
き

そ
へ
て
侍
り
け
る　
　
　
　

 

西
行
法
師

あ
と
と
め
て
ふ
る
き
を
し
た
ふ
世
な
ら
な
む
い
ま
も
あ
り
へ
ば
む
か
し

な
る
べ
し
（
一
一
五
三
）

た
の
も
し
な
き
み
き
み
に
ま
す
時
に
あ
ひ
て
心
の
い
ろ
を
ふ
で
に
そ
め

つ
る
（
一
一
五
四
）

　
『
新
勅
撰
集
』
一
一
五
三
歌
の
詞
書
で
は
西
行
が
高
倉
天
皇
に
奏
上
し

た
書
状
に
書
き
添
え
て
あ
っ
た
歌
二
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。
一
つ
前

の
、『
新
勅
撰
集
』
一
一
五
二
歌
の
詠
者
、
平
泰
時
は
、
承
久
の
乱
で
後

鳥
羽
院
が
兵
を
挙
げ
た
、
北
条
義
時
の
男
で
あ
る
。

順
徳
院
詠
は
『
百
人
一
首
』
の
巻
末
に
あ
る
。『
百
人
一
首
』
九
九
歌
、

後
鳥
羽
院
の
「
ひ
と
も
を
し
」
も
代
替
歌
は
不
明
だ
が
、
除
棄
さ
れ
た
和
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歌
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（

6
（

。

『
明
月
記
』貞
永
二
年
六
月
十
六
日
に
次
の
よ
う
に
記
載
が
あ
る
。為
家
、

宇
都
宮
蓮
生
、
為
氏
が
『
新
勅
撰
集
』
最
初
に
定
家
が
撰
ん
だ
和
歌
を
見

て
い
た
。

貞
永
二
年
（
天
福
元
年
）（
一
二
三
三
）

六
月
十
六
日　

巳
時
許
、
金
吾
、
伴
侍
従
并
外
祖
来
〈
依
数
奇
、
為
見

撰
歌
也
〉　

『
新
勅
撰
集
』
撰
集
を
始
め
て
ま
だ
一
年
目
の
頃
、「
数
奇
に
依
り
撰
歌

を
み
る
た
め
な
り
」
と
為
家
が
、
蓮
生
、
為
氏
を
伴
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

現
『
百
人
一
首
』
九
九
、一
〇
〇
歌
が
『
新
勅
撰
集
』
に
採
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た（

7
（

。

四　
『
新
勅
撰
集
』
に
お
け
る
配
列
を
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
承

久
の
乱
関
係
者
に
関
わ
る
歌
群
①
か
ら
⑦
が
見
出
せ
る
。

①
　
　
　

 

和
歌
所
歌
合
に
、
海
辺
秋
月
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る

 

小
侍
従

 

お
き
つ
風
ふ
け
ひ
の
う
ら
に
よ
る
浪
の
よ
る
と
も
見
え
ず
秋
の
よ
の
月

（
二
六
九
）

百
首
歌
に
、
月
歌　
　
　
　
　
　
　

 

前
関
白

 

む
ら
く
も
の
峰
に
わ
か
る
る
あ
と
と
め
て
山
の
は
つ
か
に
い
づ
る
月
か

げ
（
二
七
〇
）

 

う
へ
の
を
の
こ
ど
も
、
海
辺
月
と
い
へ
る
心
を
つ
か
う
ま
つ
り
け

る
つ
い
で
に　
　
　
　
　
　
　
　

 

御
製

わ
か
の
う
ら
あ
し
辺
の
た
づ
の
な
く
こ
ゑ
に
夜
わ
た
る
月
の
か
げ
ぞ
ひ

さ
し
き
（
二
七
一
）

秋
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に　
　
　
　

 

正
三
位
家
隆

す
ま
の
あ
ま
の
ま
ど
ほ
の
衣
夜
や
さ
む
き
う
ら
風
な
が
ら
月
も
た
ま
ら

ず
（
二
七
二
）

名
所
月
を
よ
め
る　
　
　
　
　
　

 

藤
原
光
俊
朝
臣

あ
か
し
が
た
あ
ま
の
た
く
な
は
く
る
る
よ
り
く
も
こ
そ
な
け
れ
秋
の
月

か
げ
（
二
七
三
）

①
の
歌
群
は
、
巻
四
・
秋
歌
上
に
あ
り
、
主
題
が
「
月
」
で
あ
る
。
直

前
の
山
の
月
か
ら
二
六
九
の
小
侍
従
で
海
辺
の
秋
月
に
展
開
す
る
。
こ
の

和
歌
は
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
『
建
仁
元
年
八
月
十
五
日 

撰
歌
合
』
で
俊

成
と
番
と
な
っ
た
和
歌
で
あ
り
、
俊
成
判
は
持
で
あ
る
。
二
七
〇
歌
は
山

の
月
、
二
七
一
歌
は
海
辺
の
月
、
二
七
二
歌
は
海
の
月
、
二
七
三
歌
は
海

の
月
で
あ
る
。
二
七
〇
の
詠
者
、
道
家
は
、
定
家
に
後
堀
河
天
皇
の
命
を
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伝
え
、
直
接
関
わ
っ
た
人
で
あ
る
。（
同
集
に
入
集
は
三
首
）、
そ
の
次
に

後
堀
河
天
皇
の
御
製
を
配
し
、
後
鳥
羽
院
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
家
隆
、

光
俊
と
続
く
。
和
歌
で
は
二
七
〇
で
「
む
ら
雲
が
峰
か
ら
離
れ
去
っ
て
い

く
、
そ
の
あ
と
に
山
の
端
か
ら
わ
ず
か
に
月
が
出
た
こ
と
だ
」
と
あ
り
、

山
の
端
か
ら
の
ぞ
く
月
を
詠
み
、
二
七
一
か
ら
二
七
三
ま
で
海
辺
の
名
所

が
詠
ま
れ
る
。
二
七
一
は
「
和
歌
山
」、
二
七
二
は
「
須
磨
」、
二
七
三
は

「
明
石
」
と
西
に
向
か
っ
て
の
移
動
が
あ
り
、「
永
遠
の
月
の
光
、
浦
風
と

と
も
に
冷
た
い
月
の
光
、
空
に
は
雲
の
な
い
月
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

②

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　

 
入
道
二
品
親
王
道
助

わ
が
や
ど
の
菊
の
あ
さ
つ
ゆ
い
ろ
も
を
し
こ
ぼ
さ
で
に
ほ
へ
庭
の
秋
風

（
三
一
七
）

秋
歌
よ
み
侍
り
け
る
に　
　

 

権
大
納
言
忠
信

な
く
な
く
も
ゆ
き
て
は
き
ぬ
る
は
つ
か
り
の
な
み
だ
の
い
ろ
を
し
る
人

ぞ
な
き
（
三
一
八
）

　

 

鎌
倉
右
大
臣

わ
た
の
は
ら
や
へ
の
し
ほ
ぢ
に
と
ぶ
か
り
の
つ
ば
さ
の
な
み
に
秋
風
ぞ

ふ
く
（
三
一
九
）

　

 

如
願
法
師

 

月
に
な
く
か
り
の
は
か
ぜ
の
さ
ゆ
る
夜
に
し
も
を
か
さ
ね
て
う
つ
衣
か

な
（
三
二
〇
）

　

 

真
昭
法
師

 

あ
ら
し
ふ
く
と
ほ
山
が
つ
の
あ
さ
衣
こ
ろ
も
夜
さ
む
の
月
に
う
つ
な
り

（
三
二
一
）

擣
衣
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る 

曾
禰
好
忠

 

衣
う
つ
き
ぬ
た
の
お
と
を
き
く
な
へ
に
き
り
た
つ
そ
ら
に
か
り
ぞ
な

く
な
る
（
三
二
二
）

②
の
歌
群
は
巻
五
・
秋
歌
下
に
あ
り
、
六
首
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
主

題
は
三
一
七
は
「
露
、
菊
」、
三
一
八
は
露
か
ら
「
涙
、
雁
」、
三
一
九
は

「
雁
、秋
風
」、三
二
〇
「
雁
、風
、衣
う
つ
」、三
二
一
で
は
雁
が
無
く
「
嵐
、

衣
う
つ
」、
三
二
二
「
雁
、
衣
う
つ
」
と
な
る
。
詠
者
で
は
三
一
七
の
後

鳥
羽
院
の
皇
子
で
あ
る
道
助
法
親
王
、忠
信
、後
鳥
羽
院
と
親
交
の
深
か
っ

た
実
朝
、如
願
法
師
、真
昭
法
師（
北
条
資
時
）と
き
て
、曾
禰
好
忠（
九
二
三

―
一
〇
〇
三
年
頃
生
没
）
と
配
さ
れ
て
い
る
。
三
二
二
の
曾
禰
好
忠
は
時

代
順
の
配
列
に
な
っ
て
い
な
い
。
三
二
〇
（
ⓑ
）、
三
二
一
（
ⓒ
）
は
代

替
歌
と
し
、
前
述
し
て
い
る
。

佐
藤
恒
雄
氏（

8
（

は
三
二
〇
か
ら
三
二
九
ま
で
の
和
歌
を
取
り
上
げ
、「
時

間
的
な
「
進
行
」
は
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
…
…
定
家
は
こ
こ
で
、

多
様
な
き
ぬ
た
の
歌
を
集
め
て
変
化
に
富
ん
だ
一
群
を
構
成
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、「
進
行
」
に
お
い
て
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
ご
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と
き
緊
密
な
連
続
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
…
…
配

列
は
杜
撰
で
あ
り
、
歌
群
内
部
に
お
け
る
統
一
も
不
十
分
」
と
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、『
続
後
撰
集
』
の
三
九
〇
か
ら
四
〇
四
歌
を
あ
げ
、『
新
古
今

和
歌
集
』
の
「
き
ぬ
た
」
の
歌
ほ
ど
必
然
性
は
感
じ
な
い
が
「
連
想
」
に

よ
る
流
れ
も
い
ち
お
う
ス
ム
ー
ズ
と
さ
れ
て
い
る
。

③

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　

 

鎌
倉
右
大
臣

 

も
の
の
ふ
の
や
そ
う
ぢ
河
を
ゆ
く
水
の
な
が
れ
て
は
や
き
と
し
の
く
れ

か
な
（
四
三
七
）

 

五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
年
の
く
れ
を
を
し
む
と
い
へ
る

心
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
入
道
二
品
親
王
道
助

 

と
ど
め
ば
や
な
が
れ
て
は
や
き
年
波
の
よ
ど
ま
ぬ
水
は
し
が
ら
み
も
な

し
（
四
三
八
）

 

正
三
位
家
隆

 

つ
ら
か
り
し
袖
の
わ
か
れ
の
そ
れ
な
ら
で
を
し
む
を
い
そ
ぐ
年
の
く
れ

か
な
（
四
三
九
）

 

如
願
法
師

 

あ
す
か
河
か
は
る
ふ
ち
せ
も
あ
る
も
の
を
せ
く
方
し
ら
ぬ
と
し
の
く
れ

か
な
（
四
四
〇
）

③
の
歌
群
は
巻
六
・
冬
歌
に
あ
る
。
主
題
は
「
歳
暮
」
で
あ
る
。

四
三
九
以
外
は
、
共
に
「
川
」
を
詠
み
こ
み
、
年
の
暮
れ
は
川
の
流
れ
の

よ
う
に
早
く
過
ぎ
て
い
く
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、
四
三
九
は
早
さ
で
は

な
く
、
年
の
暮
れ
を
惜
し
む
の
を
後
朝
の
別
れ
と
重
ね
て
い
る
。
詠
者
は

実
朝
、
道
助
法
親
王
、
家
隆
、
如
願
法
師
と
後
鳥
羽
院
と
近
い
人
た
ち
で

あ
る
。
四
四
〇
（
ⓔ
）
は
代
替
歌
と
し
、
前
述
し
た
。

④

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
重
時

 

こ
が
れ
ゆ
く
お
も
ひ
を
け
た
ぬ
な
み
だ
が
は
い
か
な
る
な
み
の
そ
で
ぬ

ら
す
ら
む
（
七
〇
一
）

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
こ
ひ
の
う
た　

 

如
願
法
師

 

山
河
の
い
し
ま
の
み
づ
の
う
す
ご
ほ
り
わ
れ
の
み
し
た
に
む
せ
ぶ
こ
ろ

か
な
（
七
〇
二
）

建
保
六
年
内
裏
歌
合
、
恋
歌　
　
　
　
　

 

権
大
納
言
忠
信

 

ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
河
の
か
は
か
ぜ
に
な
び
く
た
ま
も
の
み
だ
れ
て

ぞ
思
ふ
（
七
〇
三
）

④
の
歌
群
は
巻
十
一
・
恋
歌
一
に
あ
る
。
主
題
は
「
不
逢
恋
」
で
、

共
に
川
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
七
〇
一
の
詠
者
、
平
重
時
は
後
鳥
羽
院
が
討

と
う
と
し
た
北
条
義
時
の
三
男
で
あ
る
。後
鳥
羽
院
と
敵
方
で
は
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
配
列
に
定
家
が
残
し
た
か
っ
た
も
の
を
感
じ
る
。
七
〇
二
は

建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
正
月
に
詠
進
し
た
後
鳥
羽
院
百
首
中
の
一
首
で
、
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こ
の
百
首
か
ら
『
新
勅
撰
集
』
に
撰
入
さ
れ
た
如
願
法
師
の
歌
は
こ
の
一

首
の
み
。
七
〇
三
、
建
保
六
年
（
四
年
の
誤
り
）
内
裏
歌
合
が
出
典
で
、

順
徳
天
皇
の
内
裏
で
催
さ
れ
た
。
判
詞
は
定
家
で
持
。
唯
一
、
本
歌
合
か

ら
の
『
新
勅
撰
集
』
に
採
ら
れ
た
忠
信
の
歌
で
あ
る
。

⑤

（
題
し
ら
ず
）　　
　
　
　
　
　
　

 

僧
正
行
意

 

い
た
づ
ら
に
よ
そ
ぢ
の
さ
か
は
こ
え
に
け
り
み
や
こ
も
し
ら
ぬ
な
が
め

せ
し
ま
に
（
一
一
四
二
）

 

如
願
法
師

 

な
み
だ
も
て
た
れ
か
お
り
け
む
か
ら
こ
ろ
も
た
ち
て
も
ゐ
て
も
ぬ
る
る

そ
で
か
な
（
一
一
四
三
）

 
藤
原
光
俊
朝
臣

 

し
の
ぶ
る
も
わ
が
こ
と
わ
り
と
い
ひ
な
が
ら
さ
て
も
む
か
し
と
と
ふ
人

ぞ
な
き
（
一
一
四
四
）

　

⑤
の
歌
群
は
巻
十
七
・
雑
歌
二
に
あ
り
、
主
題
は
「
述
懐
」
で
あ
る
。

一
一
四
二
歌
の
作
者
、
僧
正
行
意
は
順
徳
院
の
護
持
僧
で
、
建
保
期
に
歌

壇
活
動
が
あ
っ
た
。
こ
の
歌
は
、
都
も
知
ら
な
い
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る

間
に
空
し
く
四
十
の
坂
は
越
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
よ
、
と
い
う
歌

で
あ
る
。
一
一
四
三
歌
は
、
自
分
の
袖
が
い
つ
も
涙
で
濡
れ
て
い
る
の
を

涙
で
織
っ
た
唐
衣
で
あ
る
か
ら
か
、
い
つ
も
濡
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

一
一
四
四
歌
は
、
昔
の
こ
と
を
尋
ね
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
さ
み

し
く
思
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
内
容（

9
（

で
あ
る
。

⑥

遠
鐘
幽
と
い
へ
る
心
を　
　
　
　
　
　

 

入
道
二
品
親
王
道
助

 

は
つ
せ
山
あ
ら
し
の
み
ち
の
と
ほ
け
れ
ば
い
た
り
い
た
ら
ぬ
か
ね
の
お

と
か
な
（
一
一
七
五
）

暁
述
懐
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る　
　
　

 

正
三
位
家
隆

 

お
も
ふ
こ
と
ま
だ
つ
き
は
て
ぬ
な
が
き
夜
の
ね
ざ
め
に
ま
く
る
か
ね
の

お
と
か
な
（
一
一
七
六
）

⑥
の
歌
群
も
雑
歌
二
に
あ
る
。
主
題
は「
暁
の
述
懐
」で
、道
助
法
親
王
、

家
隆
が
み
え
る
。
鐘
の
音
が
共
通
で
、
一
一
七
五
は
、
初
瀬
山
よ
、
嵐
の

道
が
遠
い
の
で
、
聞
こ
え
た
り
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
す
る
鐘
の
音
で
あ
る

こ
と
よ
、
で
、
一
一
七
六
は
、
思
う
こ
と
が
尽
き
て
し
ま
わ
な
い
長
い
夜

の
寝
覚
め
に
負
け
る
鐘
の
音
で
あ
る
よ
、
で
あ
る
。
一
一
七
五
歌
の
出
典

は
不
明
だ
が
、一
一
七
六
歌
は『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』が
出
典
で
あ
る
。

⑦

前
関
白
家
歌
合
に
、
名
所
月
を
よ
み
侍
り
け
る　

 

正
三
位
家
隆

 
ひ
か
り
そ
ふ
こ
の
ま
の
月
に
お
ど
ろ
け
ば
秋
も
な
か
ば
の
さ
や
の
な
か

山
（
一
二
九
二
）

　

 

藤
原
光
俊
朝
臣
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す
み
わ
た
る
ひ
か
り
も
き
よ
し
白
妙
の
は
ま
な
の
は
し
の
秋
の
よ
の
月

（
一
二
九
三
）

⑦
の
歌
群
は
巻
十
九
・
雑
歌
四
に
あ
る
。
主
題
は
歌
枕
「
遠
江
」
で
、

一
二
九
二
は「
さ
や
の
な
か
山
」、一
二
九
三
は「
は
ま
な
の
は
し
」で
あ
る
。

出
典
は
ど
ち
ら
も
『
名
所
月
歌
合
』
で
、
九
条
道
家
が
自
邸
で
催
し
た
歌

合
で
あ
る
。
各
人
三
首
。
作
者
は
二
二
名
で
、
道
家
の
側
近
と
親
子
が
目

立
つ
。
一
二
九
二
は
、
光
が
増
す
木
の
間
の
月
に
は
っ
と
気
付
く
と
、
秋

も
半
ば
の
さ
ら
の
中
山
で
あ
る
よ
、
で
、
一
二
九
三
は
、
澄
み
わ
た
る
光

も
清
ら
か
で
あ
る
。
白
い
浜
―
浜
名
の
橋
の
秋
の
夜
の
月
よ
、
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
歌
群
①
か
ら
⑦
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

ま
さ
に
後
鳥
羽
院
た
ち
の
幻
影
が
読
み
と
れ
る
。

お
わ
り
に

此
草
子
、
去
年
内
々
進
入
之
時
、
所
書
留
也
。
切
弃
哥
等
摺
除
訖
。

其
闕
文
之
跡
甚
見
苦
。
永
不
可
他
見
。

　

右
の
一
文
は
、
書
陵
部
蔵
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
奥
書
で
、「
文
暦
二

年
三
月
十
二
日
清
書
進
覧
之
由
、伝
聞
云
」
の
条
文
末
尾
か
ら
一
行
あ
け
、

二
文
字
程
度
下
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

『
新
勅
撰
集
』
は
藤
原
定
家
が
、
後
堀
河
天
皇
か
ら
、
貞
永
元
年

（
一
二
三
二
）
六
月
十
三
日
に
撰
進
を
命
じ
ら
れ
た
勅
撰
集
で
あ
る
が
、

百
余
首
を
切
り
出
し
て
進
上
し
た
際
に
、
草
稿
本
を
書
写
し
た
本
を
家
に

留
め
た
。
そ
の
本
に
も
、
除
棄
歌
に
削
除
の
処
置
を
施
し
、
摺
り
除
き
、

除
か
れ
た
空
白
部
分
、
欠
文
が
至
る
所
に
生
じ
た
『
新
勅
撰
集
』
は
、
撰

者
と
し
て
見
る
に
忍
び
な
い
、
永
く
他
見
す
べ
か
ら
ず
、
と
あ
る
が
、
全

く
見
え
な
い
よ
う
に
摺
り
除
い
て
し
ま
う
と
は
考
え
難
い
。
だ
が
、
こ
の

約
四
年
前
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
七
月
六
日
に
定
家
は
次
の
よ
う
に

『
明
月
記
』
に
記
し
て
い
る
。

又
近
日
若
有
其
事
者
、
事
躰
頗
不
似
前
々
例
、
進
退
可
谷
事
歟
、
前

代
御
製
、
尤
以
殊
勝
、
撰
之
者
、
可
充
満
集
之
面
、
事
躰
機
間
可
然

哉
、
聖
代
之
勅
撰
、
前
代
之
御
製
数
多
者
、
当
時
之
所
見
、
有
忌
諱

之
疑
、
略
其
数
者
、
定
又
有
世
間
之
謗
歟
、
前
宮
内
・
秀
入
道
、
弥

可
讒
言
弾
指
、
彼
是
極
難
測
、
窃
以
、
暫
可
過
此
程
哉

も
し
今
、
勅
撰
集
を
選
ぶ
と
す
る
と
、
後
鳥
羽
院
の
歌
が
集
中
に
充
満

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
内
容
も
時
期
も
適
当
で
な
い
と
、
い
っ
た
内
容
だ
。

後
鳥
羽
院
の
歌
を
集
中
し
て
撰
集
し
て
し
ま
う
こ
と
も
予
測
し
て
い
た

し
、『
千
載
集
』
に
平
家
の
歌
人
は
「
よ
み
ひ
と
し
ら
ず
」
で
歌
を
入
集

さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、三
上
皇
と
雅
成
親
王
の
和
歌
は
採
れ
な
い
、

と
予
測
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
福
二
年
本
に
撰
ぶ
べ
き
和
歌
を

収
め
て
い
た
と
考
え
る（

（1
（

。
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ま
た
当
初
、
定
家
が
入
れ
て
い
た
和
歌
を
除
棄
し
た
所
に
、
そ
の
除
棄

歌
を
匂
わ
せ
る
和
歌
を
定
家
が
入
れ
て
修
訂
し
て
い
る
こ
と（

（（
（

、
乱
関
係
者

で
あ
る
、
光
俊
、
藤
原
忠
信
、
如
願
法
師
、
道
助
法
親
王
の
詠
歌
、
実
朝
、

真
昭
法
師
、
家
隆
も
含
め
た
複
数
の
歌
群
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家
の
乱

関
係
者
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
『
新
勅
撰
集
』
の
配
列
か

ら
読
み
解
い
て
み
た
。

注（
1
）　

山
下
三
十
鈴
氏
「
新
勅
撰
和
歌
集
の
構
成
」（『
古
今
新
古
今
と
そ

の
周
辺
』
一
九
七
二
）
は
『
新
勅
撰
集
』
の
配
列
方
法
を
考
察
さ
れ
、「
四

季
の
歌
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
の
流
れ
に
沿
っ
て
混
乱
の
生
じ
な
い
よ

う
に
処
置
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
編
纂
意
識
に
準
じ
て
お
り
…
…
作
者

及
び
詠
作
年
代
に
観
点
を
移
し
て
再
検
討
し
て
み
る
。
こ
こ
で
は
霞
、

柳
、
梅
花
を
主
題
と
す
る
歌
群
を
例
と
し
て
、
次
表
に
示
す
。
す
べ
て

の
歌
に
関
し
て
詠
作
年
代
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
一
応
の
目

安
と
し
て
作
者
の
初
出
勅
撰
集
名
」
か
ら
各
作
者
の
活
躍
期
を
検
討
さ

れ
、「
多
少
の
前
後
は
あ
る
と
し
て
も
、
各
主
題
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
古

い
時
代
か
ら
新
し
い
時
代
へ
と
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
…
…
一
八
～
二
一
ま
で
の
曾
根
好
忠
の
歌
四
首
と
梅
花
の
第
一

首
目
が
源
実
朝
で
あ
る
こ
と
」
に
注
目
さ
れ
、「
主
題
の
区
別
も
明
ら

か
で
は
な
く
、
た
だ
配
列
美
の
不
自
然
を
解
消
す
る
た
め
に
一
巻
全
体

の
移
行
を
考
え
た
上
で
加
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
る
。
…
…

切
継
ぎ
の
際
に
除
棄
さ
れ
た
の
は
多
く
承
久
の
乱
に
関
係
の
深
か
っ
た

後
鳥
羽
院
、
順
徳
院
な
ど
の
歌
で
あ
り
、
加
え
ら
れ
た
の
は
鎌
倉
幕
府

関
係
の
人
の
歌
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
れ
ば
実
朝
は
そ
の
筆
頭
で
あ

り
、三
〇
、三
一
と
二
首
連
続
し
て
実
朝
の
歌
で
あ
り
、前
者
が「
青
柳
」、

後
者
が
「
梅
花
」
と
主
題
を
分
か
つ
位
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

二
首
は
や
は
り
切
入
れ
歌
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）　

樋
口
芳
麻
呂
氏
「『
百
人
一
首
』
へ
の
道
」『
文
学
』
一
九
七
五

（
3
）　

佐
藤
恒
雄
氏
「『
新
勅
撰
集
』
羇
旅
歌
寸
感
」『
新
勅
撰
和
歌
集
』

日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊　

月　

報
一
三　

一
九
八
〇

（
4
）　
「『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
」（
二
〇
一
九
年
九
月
一
四
日　

第

七
回
東
西
学
術
研
究
所　

研
究
例
会　

於　

関
西
大
学
）

（
5
）　

順
徳
院
詠
と
似
た
歌
は
、
次
の
哀
傷
・
一
二
六
二
、一
二
六
三
、

ま
た
、
雑
歌
四
・
一
二
七
二
に
見
え
る
。

　
　
　

 

文
集
、
親
愛
自
零
落
存
者
仍
別
離
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
り
け
る

 

八
条
院
高
倉

　

 
あ
す
か
が
は
け
ふ
の
ふ
ち
せ
も
い
か
な
ら
む
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
は
ま
つ
ほ

ど
も
な
し 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
八
・
雑
歌
三
・
哀
傷
・
一
二
六
二
）

　
　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　

 

行
念
法
師
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さ
だ
め
な
き
世
に
ふ
る
さ
と
を
ゆ
く
水
の
け
ふ
の
ふ
ち
せ
は
あ
す
か
か

は
ら
む 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
八
・
雑
歌
三
・
哀
傷
・
一
二
六
三
）

　
　
　
（
名
所
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
） 

真
昭
法
師

　

あ
す
か
河
か
は
せ
の
き
り
も
は
れ
や
ら
で
い
た
づ
ら
に
ふ
く
秋
の
ゆ
ふ

か
ぜ 

（『
新
勅
撰
集
』
巻
十
九
・
雑
歌
四
・
大
和
・
一
二
七
二
）

　

一
二
六
二
も
飛
鳥
川
を
詠
み
、
変
わ
り
や
す
く
こ
の
世
は
無
常
、

一
二
六
三
は
無
常
な
世
の
中
を
生
き
て
い
る
の
で
、
明
日
ど
う
な
る
の

か
も
わ
か
ら
な
い
、
一
二
七
二
も
飛
鳥
川
を
詠
み
、
飛
鳥
川
は
霧
も

す
っ
か
り
晴
れ
き
る
こ
と
な
く
秋
の
夕
風
は
む
な
し
く
吹
い
て
い
る
こ

と
だ
、
と
い
っ
た
内
容
で
こ
れ
ら
の
歌
も
何
ら
か
の
可
能
性
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
6
）　

樋
口
芳
麻
呂
氏
「
百
人
秀
歌
か
ら
百
人
一
首
へ
」（『
文
学
』

一
九
七
一
年
七
月
）
は
、「
新
勅
撰
集
未
定
稿
本
は
、
な
お
未
精
撰
の

段
階
の
本
で
は
あ
っ
た
が
、
後
堀
河
院
が
崩
ず
る
ま
で
手
許
に
留
め
、

定
家
自
身
と
し
て
も
、
自
己
の
見
解
・
好
尚
の
ま
ま
に
撰
定
し
て
い
る

点
、
精
撰
本
（
Ｂ
）
よ
り
は
は
る
か
に
好
ま
し
く
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
百
人
一
首
を
撰
す
る
際
に
は
、
新
勅
撰
集
に
つ
い
て
は

未
定
稿
本
に
拠
り
、
未
定
稿
本
に
収
載
さ
れ
て
い
た
後
鳥
羽
院
・
順
徳

院
の
歌
の
な
か
か
ら
、「
人
も
を
し
」「
も
も
し
き
や
」
の
歌
を
選
ん
だ

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
百
人
秀
歌
が
新
勅
撰
集
精
撰
本
の
撰
集
方
針
を

継
承
し
て
い
る
の
に
対
し
、
百
人
一
首
は
、
新
勅
撰
集
未
定
稿
本
の
方

針
を
是
認
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（「
未
定

稿
本
」
と
は
本
稿
で
い
う
天
福
二
年
本
、「
精
撰
本
（
Ｂ
）」
と
は
、
文

暦
二
年
本
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。）

（
7
）　

藤
本
孝
一
氏
「
百
人
一
首
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
し
く
れ
て
い
』

第
一
四
七
号　

二
〇
一
九
年
一
月
二
〇
日
）
は
、「
二
条
家
歌
学
を
受

け
継
ぐ
宮
中
の
御
所
伝
授
の
中
に
『
百
人
一
首
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、二
条
家
伝
来
で
は
な
い
か
と
、常
々
考
え
て
い
た
。
…
…
『
百

人
秀
歌
』
の
内
題
「
百
人
秀
歌
」
の
割
注
に
「
嵯
峨
山
庄
色
紙
形
京
極

黄
門
撰
」
と
あ
り
、
障
子
に
貼
ら
れ
た
色
紙
か
ら
収
録
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
、「
京
極
黄
門
（
定
家
）
撰
」
が
『
明
月
記
』
記
述
の
内
容
と
一

致
す
る
こ
と
か
ら
『
百
人
一
首
』
の
原
形
と
い
わ
れ
て
い
る
。
…
…
為

氏
は
直
接
山
荘
に
赴
き
、
色
紙
を
書
き
写
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
二

条
家
に
と
っ
て
は
、
色
紙
は
唯
一
の
定
家
歌
書
原
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
大
切
に
さ
れ
て
、
解
釈
が
深
ま
り
、
六
条
藤
家
流
か
ら
学
ん
だ

と
思
わ
れ
る
独
自
な
二
条
家
の
古
今
伝
授
の
中
に
含
ま
れ
て
い
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
定
家
の
神
格
化
に
伴
い
、『
百
人
秀
歌
』
か
ら

三
人
を
取
り
除
い
て
天
皇
を
入
れ
て
『
百
人
一
首
』
を
作
っ
て
い
っ
た

と
想
定
さ
れ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）　

佐
藤
恒
雄
氏
「
続
後
撰
和
歌
集
の
配
列
」『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
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間
書
院
二
〇
〇
八

（
9
）　
『
新
勅
撰
抄
』
に
一
一
四
三
歌
は
、「
承
久
の
乱
を
な
げ
き
て
よ
め

る
哥
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。『
新
勅
撰
抄
』
は
、
序
跋
・
奥
書
類
が
な

く
著
者
・
成
立
未
詳
、
江
戸
時
代
後
期
の
注
釈
書
。

（
10
）　
『
新
勅
撰
集
』
序
文
は
、「
…
…
い
は
ゆ
る
古
今
後
撰
ふ
た
つ
の
集

の
み
に
あ
ら
ず
、
お
ほ
や
け
ご
と
に
な
ず
ら
へ
て
あ
つ
め
し
る
さ
れ
た

る
た
め
し
、
む
か
し
と
い
ひ
い
ま
と
い
ひ
、
そ
の
名
お
ほ
く
き
こ
ゆ
れ

ど
、
こ
こ
の
へ
の
雲
の
う
へ
に
め
さ
れ
て
、
ひ
さ
か
た
の
月
に
ま
じ
は

れ
る
と
も
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
う
け
た
ま
は
り
お
こ
な
へ
る
あ
と
は
な

ほ
ま
れ
な
り
…
…
又
寛
喜
貞
永
の
い
ま
、
世
を
さ
ま
り
、
人
や
す
く
た

の
し
き
こ
と
の
は
を
し
ら
し
め
む
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
あ
つ
め
え

ら
ば
る
る
な
ら
し
…
…
」
と
あ
り
、
公
卿
に
列
す
る
者
で
、
勅
撰
集

撰
集
を
承
り
執
り
行
っ
た
事
例
は
、
と
は
い
え
稀
だ
。
…
…
ま
た
、
寛

喜
貞
永
の
現
在
、
世
の
中
が
よ
く
治
ま
り
人
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
精
神

的
身
体
的
に
満
ち
足
り
た
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
格

別
に
撰
集
な
さ
る
の
で
あ
る
ら
し
い
、
と
い
っ
た
内
容
だ
。
勅
撰
集
撰
者

に
な
か
な
か
な
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
本
来
の
撰
集
を

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
現
在
の
世
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

た
め
、
三
上
皇
ら
を
除
棄
し
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

鎌
倉
幕
府
に
配
慮
し
、『
新
勅
撰
集
』
で
全
く
三
上
皇
ら
の
和
歌

は
採
ら
れ
ず
、次
の
『
続
後
撰
集
』
で
三
上
皇
ら
が
採
ら
れ
た
こ
と
を
、

『
新
勅
撰
集
』と
ほ
ぼ
同
時
代
評『
越
部
禅
尼
消
息
』で
は
、『
新
勅
撰
集
』

を
非
難
し
て
い
る
。
現
在
で
は
『
続
後
撰
集
』
で
三
上
皇
ら
が
採
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
「
除
棄
さ
れ
た
歌
人
た
ち
の
復
権
」
と
さ
れ
、
田
渕
句

美
子
氏
（「
流
謫
の
後
鳥
羽
院
」『
国
文
』
九
五
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

国
語
国
文
学
会
二
〇
〇
一
、佐
藤
恒
雄
氏
（「
解
説
」『
続
後
撰
和
歌
集
』

和
歌
文
学
大
系
三
七
明
治
書
院
二
〇
一
七
）、
吉
野
朋
美
氏
（「
流
謫
の

形
象
―
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
お
け
る
六
条
宮
雅
成
親
王
詠
」『
続
後

撰
和
歌
集
』
和
歌
文
学
大
系
三
七　

月
報
四
六
明
治
書
院
二
〇
一
七
）

ら
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
に
全
く
採
ら
れ
て
い
な
い
の

に
『
続
後
撰
集
』
で
三
上
皇
ら
の
和
歌
が
八
一
首
採
ら
れ
て
い
る
、
こ

の
差
か
ら
、
乱
の
こ
と
を
一
層
人
々
に
印
象
づ
け
た
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
る
。
ま
た
『
明
月
記
』
に
定
家
が
出
家
し
て
か
ら
『
新
勅
撰
集
』
成

立
ま
で
、
為
家
が
一
〇
九
回
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
編
纂
方
針
や
入
集

歌
人
に
つ
い
て
の
伝
授
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
定

家
は
為
家
に
伝
え
る
た
め
、
数
々
の
工
夫
、
除
棄
歌
を
匂
わ
せ
る
和
歌

を
入
れ
た
り
、乱
関
係
者
の
複
数
の
歌
群
を
配
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

 

（
た
き
く
ら　

と
も
よ
／
本
学
大
学
院
生
）


